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３．⑴ 健康いわき21推進市民大会について

（資料２）「第23回健康いわき21推進市民大会資料」

をご参照ください
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３．⑵ 令和６年度第１回健康推進企業普及部会の開催結果について①
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開催日
■健康推進企業普及部会
令和６年10月10日（木）

議事

① 「健康いわき21(第三次)」について
概要説明

② 令和６年度健康づくり事業について
「健康いわき21（第三次）」における「いわき市健康長寿重点プロジェクト」位置付け事業の実
施状況説明

③ 意見交換
【テーマ１】「重点プロジェクト」「健康づくりプログラム」の課題について
〇概要
壮年期の健康づくり・健康経営の推進を図るため、民間企業が提供する運動や食事に関する
ヘルスケアプログラムを、市内企業の従業員を対象に３か月間実施しているが、期間が長いこと
が要因となり、以下の課題が生じていることから、課題解消を含めた健康経営推進に向けた意
見・提案をいただいた。
（課題）
・参加企業が思うように集まらない ・リタイヤする方が散見される ・募集可能人数が少ない

〇意見・提案等
✔実施内容や期間に関してハードルを下げ、まずは従業員の意識付けやきっかけづくりを目的
に実施してみてはどうか。
✔参加率向上や目標の達成に向けては、ノベルティがあるとやる気を起こすのではないか。
✔誰もが手軽に実施ができて分かりやすい取り組み、例えば「歩く」ことを中心とした事業はど
うか。



３．⑵ 令和６年度第１回健康推進企業普及部会の開催結果について②
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議事

③ 意見交換
【テーマ２】連携可能な取組みについて
〇概要
「いわき市健康長寿重点プロジェクト」に関し、現在、委員の方々の事業所で実施されている
取組みで、今後、連携して実施可能な取組みについて、発言をいただいた。

✔（明治安田生命）健康への意識付けを目的に、血管年齢や推定野菜摂取量を測定する健康
チェックを、市と連携し市の施設等で実施している。
✔（セブン-イレブン・ジャパン）店舗を通じた消費者への啓発を実施しているところもある。
✔（マルト商事）減塩弁当の企画・開発や、市内各店舗における健康測定会を、市と連携して
実施している。
✔（協会けんぽ）今年度、小学校５・６年生向けの、日常生活で留意してほしいポイントをまとめ
たチラシを作成し、市と連携して配布を予定している。

■今後の対応
皆様の意見等から、令和７年度の壮年期の健康づくり・健康経営の推進を図るためのヘルス
ケアプログラムの内容を、健康経営に対する認知度や意識の段階別に構成するとともに、実施
期間が３か月の長期プログラムを、一部見直すこととしたい。

健康いわき推進会議

健康推進企業普及部会
※健康いわき推進会議の部会



３．⑶ 本市の健康づくり事業について【「健康いわき21（第三次）」の概要】

第３次計画策定のポイント

✔ 国「健康日本21」、県「健康ふくしま21」に準じた構成（施策体系図）とする。

✔ 「市食育推進計画」を内包し、一体的に策定する。
全体構成

主な
留意点

基本理念 ✔ 第2次計画同様、「心身ともに健康で、いきがいを持って生活できる」とする。

✔ 『重点指標』を設定する。

※ 国県統計データと比較できるなど、客観的な評価ができる指標を８つ設定。

✔ 『重点プロジェクト』を設定する。
※ 重点指標との関連性が高い施策を５つ設定。

✔ 市民の行動変容につなげるわかりやすい計画とする。
※ 国県比較によるデータの見える化、わかりやすい言葉やイラストの使用、ライフコース別の
「アクションプラン」の提示。

※ 概要版リーフレット、ライフコース別啓発チラシの作成。
※ 分野別(喫煙・飲酒・睡眠など)に対応した市民向け啓発動画の作成。

毎年度、「健康いわき推進会議」で、重点指標の現状値の把握や、
重点プロジェクトの進捗状況等による評価検証等を行い、計画の着実な推進を図る。
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３．⑶ 本市の健康づくり事業について[令和６年度 事業全体概要]

青 年 期 壮 年 期 高 齢 期

Ⅰ-① いわきっ子生活習慣病予防健診
【継続】Ｒ２～Ｒ５年度：モデル中学校

Ｒ６年度～：全中学校

【対象】中学校２年生：2,554名
37校（保護者同意）

【内容】脂質及び血糖検査（総ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ、
HDLｺﾚｽﾃﾛｰﾙ、中性脂肪、HbA1c）
集団健康授業（生活習慣病予防学習）
個別健康相談（要指導生徒・保護者）等

Ⅱ-③ 国保特定保健指導 【継続】
【対象】国保特定保健指導の基準該当者
【内容】メタボ改善のための支援
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Ⅱ-① いわき健康チャレンジ事業 【継続】Ｈ29年度～【対象】18歳以上
【内容】運動や食事など健康行動に取り組み、基準達成で特典(専用紙台紙、携帯用アプリにより実施)

Ⅲ-① 減塩食普及プロジェクト「いわきひとしお」（共に創る健康づくり推進事業②）【継続】
【対象】全市民 【内容】市民の「高血圧」の予防・改善に向けた減塩商品やレシピの開発、減塩食の普及に向けた啓発活動 等

Ⅱ-⑦ 健康づくりサポートセンター事業（いわきゆったり館内） 【継続】 Ｒ２年度～
【対象】18歳以上（高校生除く） 【内容】運動器具等による運動プログラム等や運動・栄養・健康相談を一体的に実施

健康いわき推進会議・健康推進企業普及部会との協働によるライフステージに応じた“共に創る”健康づくりの推進

Ⅱ-⑥ からだがみえる👀おでかけ測定会【継続】

【対象】企業、団体、イベント等 【内容】測定メニュー（血圧、血管年齢、フレイル判定、内臓脂肪、簡易血糖、健康相談 等）

Ⅰ-② 各種健康診査の受診率向上対策【継続】
【対象】健康診査・国保特定健康診査・がん検診などの受診対象者
【内容】受診勧奨として対象者に「受診券」を郵送

→ 従来対象者以外の方（40～70歳の５歳刻み）を追加

未受診者に対し電話やＡＩ等を活用した受診再勧奨を実施
→ 未受診者の特性に応じた効果的な再勧奨

受診の必要性と受診対象者への広報強化
→ 健康いわき推進会議・健康推進企業普及部会との連携

集団けんしんの予約制導入【継続】
完全予約制にすることで、待ち時

間の短縮、受診録や尿検査容器など
の事前送付により受診率向上を図る。
（特定）健康診査と肺・胃・大腸

がん検診の同日実施のほか、乳・子
宮頸がん検診も同日に受診できる日
を新たに設けた。

Ⅱ-④ 高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業
【継続】後期高齢者医療広域連合の受託事業R３年度～
【対象】高齢者（14圏域）
【内容】①低栄養や疾病の重症化予防の訪問指導

②介護予防事業と連携した健康教育・相談
※ハイリスクアプローチ
（生活習慣病重症化予防等）

※ポピュレーションアプローチ
（健康イベント、つどいの場等）

減塩・運動

Ⅰ-③ 情報発信「いわきの極意」（共に創る健康づくり推進事業①）【継続】 【対象】全市民
【内容】ポータルサイト、SNS、紙媒体など、多様な媒体で健康に関する情報を広く発信

食事（栄養）、運動、けんしんをはじめとする健康に関する様々な情報の発信

Ⅱ-⑤ 「スポーツの力」健康的な人・まちづくり推進事業【継続】 【対象】全市民、企業
【内容】いわきFCと連携した①健康プログラム（ダイエット、ヨガコース等）

②保健指導サポートプログラム（女性の健康教室、高齢者向け運動講話）
③ホームゲームでの運動教室、健康測定会、スタグル開発・販売

Ⅲ-③ ヘルスケアアプリ「HELPO」【継続】
【対象】全市民 【内容】チャット型オンライン健康相談、病院検索、特定保健指導 等

Ⅲ-② ヘルスケアプロジェクト「いわきの極意」（共に創る健康づくり推進事業③）【継続】
【対象】壮年期を中心とした全世代 【内容】YouTubeチャンネル「いわきの極意」での運動習慣エクササイズ等の動画配信

Ⅱ-② 健康経営推進ヘルスケアサポート事業【継続】
【対象】市内企業従業員や市内団体等
【内容】民間企業と共創し従業員の健康づくりをサポート

①スマートヘルスケアプログラム
②ヘルスケア講座(運動・健康講話)

企業共創

減塩・運動
企業共創

運動
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３．⑶ 本市の健康づくり事業について【令和６年度重点プロジェクトの進捗①】

減塩食普及プロジェクト「いわきひとしお」
～高血圧対策に向けた減塩食の普及・促進～

全世代

主な取組１ 減塩商品・減塩レシピの開発・提供

〇マルトの「福幸プロジェクト」と連

携した塩分摂取に配慮した弁当の

開発・販売

〇平中央公園で開催された「喰酒

祭」では、減塩メニューの「ひとしお

唐揚げ」と「トマト酸辣湯」を提供

〇ひとしおLabにおいて、トマトを使

用した新レシピ等を開発中

主な取組３ 官民連携による減塩企画の実施

主な取組２ 減塩推奨デー「いわきひとしおの日」の普及促進

主な取組４ 減塩に関する情報発信等

〇毎月17日の「いわきひとしおの日」

ＰＲのため、のぼり旗の掲出やマルト

の折り込みチラシによる情報掲載

〇マルトと連携した減塩弁当を毎月

17日から約１か月各店舗で販売

〇「いわきひとしおの日」には、８階食

堂で減塩メニューを提供

〇小・中学校の学校給食で減塩献立

「塩こうじスープ」を提供

〇（マルト）減塩弁当の開発・販売、店舗

での啓発活動・健康測定会を実施

〇（味の素）小学５年生を対象とした出前

授業「うま味・栄養のひみつ」を実施

〇（明治安田）市施設等にて健康チェック

を実施

〇（イオン）イオンモールいわき小名浜にて

啓発活動・健康測定会を実施

【新たな取組み】
〇タウンマガジンいわきへの掲載
〇ラトブHoiHoiビジョンでの放映
〇YouTube・インスタグラムへの
広告配信 等

〇市公式SNS「いわきの極意」

にて、イベントや健康増進等に

関する情報発信
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スポーツの力を活用した運動習慣づくりの推進
～運動習慣づくりによる市民の生活習慣病の予防・改善～

主な取組１ いわきＦＣと連携した健康づくり
「スポーツの力」健康的な人・まちづくり推進事業

・コーチ等によるスポーツとIoT機器等を活
用した運動習慣プログラム
・各ライフコースに対応した保健指導等
・運動習慣づくりによる市民の生活習慣病
の予防・改善等を図る

①運動習慣プログラム（市民・企業向け）
・週１回オンライントレーニング（全８回）
・コースはダイエットとヨガの２つ

②保健指導サポートプログラム（全６回）
・生活習慣病予防を意識した運動講話等

③ホームゲームでの健康づくりプログラム
・試合前フィールドで４、５歳児が体操体験
・健康測定会ブースを設置し血流測定

全世代

主な取組２ 健康増進施設を活用した運動教室
健康づくりサポートセンター事業

・いわきゆったり館内に「健康づくりサポート
センター」を整備
・運動・栄養・健康の相談・助言や健康づくり
全般に対する総合サポート
・健康意識の向上と健康づくりの取組みの
習慣化を促す

①運動プログラム（３か月）
・週１回の運動・水中教室等のプログラム
・週２回以上のセルフトレーニング

②健康・栄養相談会
・管理栄養士等による相談会・講習会

主な取組３ スポーツイベント等における健康づくり企画
ヘルスケアパスポート事業

・市、明治安田生命、いわきスポーツクラブ
が連携した健康づくり事業
・市民の健康意識向上や行動変容に繋げる
※Ｒ４年度の部会により提案された企画

①ホームゲーム開催時、明治安田生命の
「健活ブース」で「血管年齢」や「推定野
菜摂取量」を測定

②スタジアムまでウォーキング

③上記①②をポイント化しパスポートに記録

④年間200ポイント以上の方を対象に、最
終戦で抽選会を実施
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３．⑶ 本市の健康づくり事業について【令和６年度重点プロジェクトの進捗②】



生活習慣病の発症予防・重症化予防の強化
～禁煙・受動喫煙防止対策の強化、特定健診、がん検診受診率の向上～

全世代

主な取組１ 官民連携による禁煙・受動喫煙防止対策の強化

〇世界禁煙デー・禁煙週間等にイエローグリーン

キャンペーンを実施

・5/25（土） ９時～17時

スパリゾートハワイアンズ

マルト湯本店、ラトブ

イオンモールいわき小名浜

・6/16（日） 13時～18時

いわきFCホームゲームにおける啓発活動

〇妊婦・小学生、市職員等にイエローグリンリボン

を配付

〇公共施設のイエローグリーンライトアップを実施

市役所本庁舎

総合保健福祉センター

市医療センター

〇イエローグリーンリボン運動等の推進は、

Tobacco-freeふくしまや、いわき市医師会等の

各団体と連携

主な取組２ 医師等による小・中学生向け健康
教育授業の実施

〇医師、医療介護の専門職が小・中学校を訪問し、

認知症や医療介護、がん、タバコに関する授業を行

う、いわき市版「いのちの授業」を実施

磐崎小 11/6（水）

好間四小 11/19（火）

御厩小 11/28（木）

錦東小 12/6（金）

小川小 12/6（金）

好間一小 1/15（水）

大浦小 1/15（水）
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３．⑶ 本市の健康づくり事業について【令和６年度重点プロジェクトの進捗③】



生活習慣病の発症予防・重症化予防の強化
～禁煙・受動喫煙防止対策の強化、特定健診、がん検診受診率の向上～

全世代
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３．⑶ 本市の健康づくり事業について【令和６年度重点プロジェクトの進捗③】

主な取組３ 健康への意識を高めるセミナー・イベント等
の開催

主な取組４ 中山間地域等におけるけんしん受診
環境等の充実

〇市医師会主催によるピンクリボン月間における市民公開講座

の実施（10/19（土））

〇市医師会との共催による市民公開講座の開催（10/26（土））

「特定健診を受けよう！行列のできる市民公開講座」

～いわきそらまめ（腎臓）いきいきプロジェクト、

心不全プロジェクト等～

〇市医師会及び日本ベーリンガーインゲルハイムとの連携による

健診受診勧奨に関するディスプレイ広告（潜在層向け）やリスティ

ング広告（顕在層向け）の実施

〇かかりつけ医からの通院患者への受診勧奨

〇明治安田生命との連携による市公共施設における健康測定会

の実施（12施設）

〇各地区保健福祉センターによる健康増進普及月間における啓

発キャンペーン（11施設）

〇協会けんぽによる特定健診受診勧奨の動画作成

〇ＳＮＳを活用した受診勧奨

〇市病院協議会との共催による中山間地における健康講座の

開催（１１/16（土））

「知って得する！！健康管理術」

～脳卒中・認知症予防のために～

〇中山間地域の公共施設等における「集団けんしん」の実施

・三和、田人、川前地区では「集団けんしんのバス送迎」

を実施

〇市内各地区にある100を超える登録医療機関における「個別

けんしん」の実施

〇休日における「集団けんしん」の実施（全９回）

〇特定健診と全てのがん検診、特定健診と乳がん検診のセット

受診日の実施



壮年期の健康づくり・健康経営の推進
～働き世代の健康づくりや企業の健康経営の推進に向け、企業と連携した健康プログラムの実施～

青年期
壮年期

主な取組１ ICTを活用した企業向け健康プログラム

「健康づくりプログラム」

・ICT等を活用し、運動を取り入れたヘルス
ケアプログラム
・生活習慣病の予防・改善や企業の健康経
営の推進に繋げる

①委託先
㈱タニタヘルスリンク

②プログラム内容（３か月）
体組成計や活動量計、アプリを活用した
健康づくりプログラム

・体力測定、体組成データをもとに個別運
動プログラムを提供
・運動教室で学び自宅で実践
・毎月の実施レポートで活動状況を把握
・「タニタ社員食堂レシピ」の提供など、運
動と食事面からの健康づくり

主な取組２ ICTを活用した企業向け健康プログラム

「生活習慣病予防プログラム」

・ICT等を活用したヘルスケアプログラム
・生活習慣病の予防・改善や企業の健康経
営の推進に繋げる

①委託先
カゴメ㈱

②プログラム内容（１か月）
「ナトカリ比」改善プログラム
塩（ナトリウム）の摂取を減らし、野菜や果
物からカリウムを多く摂取するナトカリ比
を意識した食生活に取り組む

・ベジチェックで推定野菜摂取量の測定
・ナトカリ比検査キットでナトカリ比を測定
・「朝ベジ運動＆体重測定」（１か月）
・再度、推定野菜摂取量・ナトカリ比測定

主な取組３ アウトリーチ型健康講座
「ヘルスケア講座」

・運動・栄養等の専門講師を企業等に派遣
・生活習慣病の予防改善や企業の健康経
営に繋げる

①委託先
㈲ＡＢＣいわき

②運動・ストレッチ講座【11種類】（60分）
・肩こり改善ストレッチ
・睡眠力アップ
・腰痛改善ストレッチ
・体幹トレーニング 等

③健康セミナー【５種類】（45分～60分）
・健康経営とは
・食生活改善セミナー
・健康づくりセミナー
・ダイエットとは
・心の健康づくりセミナー
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子ども・高齢者の健康づくりの推進
学童期
高齢期

主な取組１ 若年層からの生活習慣病予防対策
「いわきっ子生活習慣病予防健診事業」

・中学２年生を対象に、貧血検査と併せた「血糖・脂質検査」
・検査結果を踏まえた学校カリキュラムと連携する「健康授業」
・生活習慣改善に繋げるための保護者・生徒との「個別健康相談」
・一体的に実施し、生活習慣病予防及び健康寿命の延伸を目指す

①実施校
市内全中学校(公立34校、私立３校、計37校)

②対象生徒数
2,554名（中学２年生）

③採血検査
・検査項目 HbA1c、中性脂肪、総ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ、ＨＤＬｺﾚｽﾃﾛｰﾙ
・受診者 2,316名（90.7％）
・結果 予防指標範囲内 1,467名（63.3％）

予防指標範囲外 849名（36.7％）

④健康授業
検査結果に基づく生活習慣病予防学習を授業の一環で実施

⑤個別健康相談
希望に応じ、生徒と保護者への食事や運動、生活リズム等の生活
習慣改善指導等を実施

主な取組２ シルバーリハビリ体操・つどいの場×健康教室
等の開催

■シルバーリハビリ体操
①概要
・介護予防意識の醸成と、地域ぐるみで誰もが気軽に参加できる
介護予防活動
・「腰痛・肩痛・転倒予防の体操」や「股関節・足の体操」、「嚥下
体操・失禁を予防する体操」など

②活動状況（9/30現在）
・体操指導士派遣申込回数 2,890回、参加者数 26,598人
・体操指導士養成講座開催数 １級指導士１回、３級指導士３回

■つどいの場×健康教室
①概要
・集会所等に自由参加で集い、介護予防や仲間づくりをする場
・シルバーリハビリ体操やフラダンスなどの運動、管理栄養士や薬
剤師等の専門職による講話、歌やフラワーアレジメントなど

②活動状況（9/30現在）
・団体数 371団体
・参加者数 6,152名
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３．⑶ 本市の健康づくり事業について【重点指標の進捗状況】

指標名 計画策定時(Ｒ４) 現状値（Ｒ５） 目標値(Ｒ14) 備考（出展データ等）

1-1 健康寿命の延伸と健康格差の縮小

①健康寿命の延伸
(お達者度の延伸)

男性
16.66年(R1)
国平均18.21年
県平均17.46年

Ｒ6.12公表予定 県平均値

福島県市町村別「お達者度」算定結果より
※3年に一度公表
※現状値（R1）は、R3.12.23公表
※2022年（R4）の状況についてR6.12公
表予定

女性
19.53年(R1)
国平均21.21年
県平均20.61年

〃 県平均値

②健康格差の縮小
(お達者度の県平均との差の縮小）

男性 0.80年(R1) 〃 0.00年

女性 1.08年(R1) 〃 0.00年

２-１ 生活習慣の改善 ⑴栄養・食生活

食塩摂取量の減少(1日あたり)
男性 9.4ｇ 9.3ｇ 7.5ｇ（国目標値） 市特定健診・健康診査推定食塩摂取量結果

より女性 8.9ｇ 8.8ｇ 6.5ｇ（国目標値）

２-２ 生活習慣病の発症予防・重症化予防 ⑴がん ⑵循環器病 ⑶糖尿病 ⑷ＣＯＰＤ

脳血管疾患死亡率の減少(10万人あたり)
115.6(R3)
国平均85.2
県平均121.1

153.9（R4）
国平均88.1
県平均130.2

国平均値
人口動態統計（厚生労働省）・人口動態統計
（確定数）の概況（福島県）より
※令和4年確定数は、R6.3.29公表

心疾患死亡率の減少(10万人あたり)
235.5(R3)
国平均174.9
県平均225.7

262.8（R4）
国平均190.8
県平均231.4

国平均値

メタボリックシンドローム該当者及び
予備群該当者の減少(市国保) 35.09％(R3) 35.18％（R4） 21.0％（県目標値） 市データヘルス計画より

喫煙率の減少 25.2％(H30～R2)
（R1～R3）公表
時期未定

12.0％（国目標値）
福島県版健康データベース（FDB）報告書
2023より※2018～2020分
※報告書2023は、R5.10.24公表

３－２ 自然に健康になれる環境づくり
３－３ 誰もがアクセスできる健康増進のための基盤整備

健康経営に取り組む企業数の増加
(ふくしま健康経営優良事業所認定数［市内］)

39社 32社
70社

（県が掲げる目
標値から推計）

R4年度認定事業所（R4.11.29公表）39社
有効期限（2年間）R4.11.16～R6.11.15
R5年度認定事業所（R5.11.19公表）32社
有効期限（2年間）R5.12.1～R7.11.30
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【参考】いわき市共に創る健康づくり推進条例〔令和2年6月制定〕

目的
全ての市民が生涯にわたり心身ともに健康で生き生きと生活ができる健康長寿社会の実
現に寄与することを目的とする。

基本理念

～市民の健康づくり～
市民、地域団体、事業者、保健医療等関係者、及びいわき市が共に創ること。

～市民の健康づくりの推進～
〇市民等のそれぞれが健康づくりに関する関心及び必要な知識を持ち、自らの心身の状態
に応じた健康づくりに生涯にわたって主体的に取り組むこと。

〇市民の健康に関わる社会環境の整備及び向上に取り組むこと。
〇市民等及び市が相互に連携し、及び協力すること。

各主体の役割
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【参考】健康いわき推進会議

健康いわき推進会議 健康推進企業普及部会

設置
年月

令和元年8月 令和2年2月

目的
市民の健康づくりの推進に関する調査審議
を行うもの。

健康いわき推進会議の部会として設置し、関係
機関・団体等が連携し、健康経営及び地域や
消費者の健康づくり活動を積極的に行おうと
する企業等の取組みを推進し、普及拡大を図
ることを目的とする。

委員数・
構成

20名
・ 学識経験を有する者
・ 保健医療等関係者
・ 関係行政機関の職員
・ その他市長が必要と認める者

16名
・ 学識経験者
・ 商工団体関係者
・ 保険者関係者
・ 保健衛生関係者
・ 地域活性化包括連携協定締結（健康増進・
食育に関すること）団体関係者
・ 行政機関等関係者
・ その他必要があると認められる団体関係者

開催
頻度

年2回程度
年2回程度
※令和4年度からは、必要に応じて、ワーキング
グループを設置

「いわき市共に創る健康づくり推進条例」に基づき、官民連携の健康づくり推進体制を構築
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【参考】健康いわき推進会議構成員名簿

№ 区分 団体名

1
学識経験者

医療創生大学

2 東日本国際大学

3
商工団体

いわき商工会議所

4 いわき地区商工会連絡協議会

5
保険者
関係団体

全国健康保険協会福島支部（協会けんぽ）

6
保健衛生
関係団体

福島県栄養士会いわき支部

7

地域活性化包括連
携協定締結団体
(健康増進・食育に
関すること)

株式会社 マルト商事

8 イオンモール株式会社 イオンモールいわき小名浜

9 イオン東北株式会社 イオンスタイルいわき小名浜

10 イオン東北株式会社 イオンいわき店

11 株式会社 セブン‐イレブン・ジャパン

12 大塚製薬株式会社仙台支店

13 第一生命保険株式会社

14 健康増進に
関する連携
協定締結団体

明治安田生命保険相互会社 いわき支社

15 株式会社いわきスポーツクラブ

16 行政機関等 いわき市保健福祉部

№ 団体名 役職

1 いわき市 市長

2 医療創生大学 教授

3 東日本国際大学 学長

4 一般社団法人いわき市医師会 会長

5 一般社団法人いわき市病院協議会 代表理事

6 一般社団法人いわき市歯科医師会 会長

7 一般社団法人いわき市薬剤師会 会長

8 福島県国民健康保険団体連合会 常務理事

9
全国健康保険協会福島支部
（協会けんぽ）

保健グループ長

10 いわき商工会議所 会頭

11 いわき地区商工会連絡協議会 会長

12
公益財団法人福島県保健衛生協会
いわき地区センター

所長

13 いわき健康管理センター 事務長

14 いわき市健康推進員協議会 会長

15 公益社団法人福島県栄養士会いわき支部 企画運営委員長

16 社会福祉法人いわき市社会福祉協議会 会長

17 いわき市民生児童委員協議会 会長

18 いわき市体育協会 会長

19 いわき市ＰＴＡ連絡協議会 会長

20 いわき労働基準監督署 安全衛生課長

健康いわき推進会議 健康推進企業普及部会
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